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　市が実施している特定健康診査やがん検診

の受診率は４０％以下と低く、その中でも４０歳

から５９歳までの若い世代の受診率はさらに低

い状況です。

　今ある健康が決して当たり前でなく、健診

を受けることで健康に関心を持ち、生活習慣

の改善につながることを知ってもらいたいと

「健康づくりポスター」を作成し、市内のスー

パーマーケットやコンビニエンスストアなど

に協力いただき掲示しました。

　今回はアンケート結果と、今後の取り組み

について紹介します。

　（第１弾、第２弾は広報７月号に掲載）

糖尿病は放置すると全身の血管の老化が急速にすすみ、
脳、心臓、腎臓などが機能不全に陥ります。

４０歳代の人の１０人に１人が糖尿病の可能性！？糖尿病が疑われ

ても４割程度の人が治療を受けていない。この現実を憂います。

作成：観音寺市ヘルスプラン推進会議　生活習慣病予防グループ
　　　問い合わせ先（観音寺市健康増進課　電話２３－３９６４）

健診を受け、糖尿病の検査数値を確認しましょう。

　若い世代の人にもっと健康に関心を持ってもら

えるように取り組みを進めていきます。

「健診を受けやすい体制づくり」…１度に全ての検

査が受けられる総合健診や仕事をしている人も受

診しやすい休日健診、健診自己負担金の軽減（節

目年齢の無料化）などの取り組みを推進していき

ます。

「啓発活動の推進」…地域での声かけや回覧を行う

とともに、地域で行われている行事に生活習慣病

予防グループが参加し、生活習慣病予防を呼びか

けていきます。

　「受けやすい体制」が一番多く、「地域での声かけ」

「回覧」と身近な地域に根付いた活動が効果的と答

えています。（複数回答可）

　イベントや地域の集まりなどに参加した８５人に、

ポスターの感想を聞いてみました。

４４．７％の方が見たと答えています。
「とても」「まあまあ」と答えた人を
合わせると７１．８％になります。

「はい」「まあまあ」と答えた人を
合わせると７８．８％になります。

１０歳代……１人　　２０歳代……２人

３０歳代……６人　　４０歳代……１２人

５０歳代……１５人　　６０歳代……３１人

７０歳代……１３人　　８０歳代……５人

☆回答者の年齢

☆健康を意識するのはどんなとき？

その結果、寿命が
１０年以上短くなる病気です。

「健康づくりポスター」掲示アンケート結果

★今後の取り組み☆健診を受診するための効果的な取り組みは？

☆ポスターを見ましたか？ ☆興味を持ちましたか？ ☆健康を考える機会になりましたか？

元気印のかんおんじ２１  第２次ヘルスプランの推進
健康増進計画・食育推進計画 生活習慣病予防グループ

保健センター☎２３−３９６４

第３弾！
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糖尿病について一緒に考えてみませんか？
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